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終戦記念日8月 15日 に街頭宣伝 !

2度と戦争を繰り返させない !

市民と野党の共同で政権の交代を !

京都の同盟運動の更なる発展・強化を !

８
月
１５
日
は
、
当
簾
の
天
皇
制
政
府
が
ホ
ソ
ダ
ム
宣
言

を
受
話
し
て
連
合
国
に
無
条
件
隆
状
し

た
日
で
す
。
１
９

４
５
年
７
月
２６
日
に
出
き
れ
た
ホ
ソ
ダ
ム
宣
言
を
日
本
政

府
は
黙
殺
、
８
月
６
目
広
一局
、
９
日
に
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
や

っ
と
無
条
件
一降
伏
ｔ
受
話
し
、
翌
１５
日
に
国
民

に
発
表
し
た
の
で
す
。

こ
の
戦
争
で
２
０
０
０
万
人
以
上
の
ア
ジ
ア
の
人
々
と
３

１
０
万
人
以
上
の
日
本
国
民
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
７６
年
に
な
り
ま
す
。

憲
法
９
条
は
、

三
度
と
戦
争
を
し
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。

し
か
し
自
民
党
政
府
は
秘
密
保
護
法
、
安
保
法
制

（
戦
争
法
）
、

共
謀
罪
法
、
土
地
規
制
法
と

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
の
道

を
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

「
改
憲
の
機
運
が
確
実
に
高
ま

っ

て
い
る
」
と
９
条
改
憲
を
狙

っ
て

「
改
正
国
民
投
票
法
」
を

（」
り
押
し
し
ま
し
た
。

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
京
都
府
本
部
は
、
８
月
Ю
日
清
水

寺
境
内
で
、
８
月
ｂ
目
四
条
河
原
町
で
宣
伝
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
治
安
維
持
法
は
、
１
９
２
５
年
の
制
定
か
ら
廃
止
ま

で
の
２０
年
間
に
多
大
な
弾
圧
犠
牲
者
を
生
み
だ
し
、
警
察
、

刑
務
所
な
ど
で
虐
殺
さ
れ
た
人
や
獄
死
者
は
５
０
０
人
以
上

で
す
。
政
府
は
犠
牲
者

へ

一
切
謝
罪
も
賠
償
も
し
て
い
ま
せ

ん
。
私
達
は
、
不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
、
再
び
戦
争
と
暗
黒

政
治
を
許
さ
な
い
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
、
治
安
維
持

法
犠
牲
者
の
名
誉
回
復
と
国
家
賠
償
を
求
め
て
運
動
し
て
い

ま
す
。

(567け付録 )
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雰
党
連
合
政
権
の

一

実
現
め
ざ
し
総
選
挙
の
勝
利
を
―
‘

菅
首
相
は
９
月
３
目

突
然
政
権

を
投
げ
出
し
ま
し
た
。
直
前
ま
で
意

告
示
”
日
投
票
の
自
民
党
総
裁
選
に

不
出
馬
を
表
明
し
た
の
で
す
ぃ

こ
れ
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
無
為
無
策
、

「森
友
」

一加
計
」

一桜
」
な
ど
の

金
権
腐
敗

、
安
保
法
制

。
戦
争
法
の

強
行
、
改
憲
策
動
、
日
本
学
術
会
議

へ
の
介
入
な
ど
失
政
と
悪
法
で
追
い

詰
め
ら
れ
た
結
果
で
す
“

一
方
、
市
民
連
合

（安
保
法
制
の

廃
上
と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る

市
民
連
合
）
と
目
太
共
産
党
、
立
憲

民
主
党
、
社
会
民
主
党
、
れ
い
わ
新

鮮
組
は
、
８
日
総
選
挙
で
の
野
党
共

通
政
策
で
合
意
し
、
調
印
し
ま
し
た
ｃ

政
策
の
柱
は
、
Ｅ
憲
法
０
コ
ロ
ナ
対

策
③
格
差
巨圧
正
Ｃ
エ
ス
ル
ギ
１
６
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
●
行
政
の
透
明
化
の
６

項
目
で
す
，

正
し
い

一市
民
と
立
憲
野
党
の
共

同
一
の
確
立
に
よ
っ
て
、
総
選
挙
勝

利

・
野
党
連
合
政
権
の
樹
立
を
目
指

し
て
同
盟
要
求
実
現
の
た
め
に
総
決

起
し
ま
し
ょ
う
■

政
治

の
激
動
―
今

こ
そ

会
員
増
や
し
の
行
動
を
―

五
名

の
会
員
増
え
る
―

宇
治
洛
南
支
部

支
部
で
は
、
総
選
挙
の
前
に
闘
う

力
を
つ
け
よ
う
、

「市
民
と
野
党
の

共
闘
」
で
政
権
交
代
の
チ
ャ
ン
ス
、

そ
の
為
に
我
々
の
力
を
つ
け
よ
う
、

仲
間
増
や
そ
う
と
、
話
し
会
っ
て
き

ま
し
た
。

さ
つ
そ
く
行
動
を
と
、
七
月
八
月

に
二
回
行
動
し
、
対
象
者
知
人
宅
の

訪
問
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
、

遠
く
は
精
華
町
近
く
ま
で
車
で
行

動
し
、
の
べ
十

一
名
の
人
達
と
話
し

合
い
、
五
名
の
方
）」
入
会
し
て
い
た

かに
き
）キ
Ｆ
し
み
に。

‘宇
治
、
城
陽
、
久
御
山
平
和
ネ
ッ

ト
に
参
加
し
、
毎
月
６
の
日
に
藪
，

近
鉄
大
久
保
駅
前
で
に
平
知
増
一一仏
″
¨

一軍
事
費
け
ず
っ
て
コ
ロ
ナ
に
ま
わ

せ
」

一戦
争
す
る
国
づ
く
り
止
め
よ
―

の
横
断
幕
を
掲
げ
８
手
間
続
け
て
い

ま
す
ｃ
最
近
は
新
し
い
会
晏
参
加
も

増
え
て
、
仲
間
増
や
し
の
激
励
と
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

（藤
原
元
幸
）

《
御
案
内
》

「
９
条
京
都
の
つ
ど
い

２

０

２

１

講
演

＆
全
体
会

」

が
開
か
れ
ま
す
。

◇
１０
月
２
日

（上
）

◇
午
後
２
時
～
４
時
３０
　
分

◇

龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル

◇
事
前
中
し
込
み
が
必
要

◇
主
催
憲
法
９
条
京
都
の
会

◇
講
演
は
中
野
晃

一
さ
ん

上
智
大
学
教
授

市
民
連
合
呼
び
か
け
人

◇
講
演
テ
ー
マ

コ
ロ
ナ
を

の
り
こ
え
、

憲
法
を
生

か
す

ま
と
も
な

政

治

を

つ
く

ろ
う

◇
全
体
会

こ
の
１
年
間

の
報
告

会
計
監
査

報
告

賞
権
場嘔
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「革
命
的
犠
牲
者
香
川

信
雄
は
骨
に
な

っ
て
帰

っ

た
ぞ
」

佐
藤
　
和
夫

１
９
３
０
年
、
全
国
的
に
は

「
一

月
事
件
」
と
呼
ば
れ
京
都
で
は

「京

都
学
生
共
産
党
事
件
」
と
レ
ッ
テ
ル

を
は
ら
れ
な
が
ら
、
赤
色
救
援
会

（モ
ッ
プ
ル
）
が
起
訴
さ
れ
た
京
大

生
の
追
悼
会
を
敢
行
し
た
。

①

「京
都
帝
国
大
学
学
生
運
動
史
」

（も２
６
８
）
に

「学
生
思
想
事
件
」

か
ら
の
転
載
と
し
て
、
元
学
生
香
川

信
雄
追
悼
会
に
関
す
る
件

（
昭
和
五

年
十

一
月
十
日
の

「学
校
報
」
）
を

載
せ
て
い
る
。
以
下
原
文
に
沿
っ
て

句
読
点
を
入
れ
引
用
す
る
。

１０
月
２１
日
経
済
学
部
大
須
賀
礼
夫

（山
形
高
出
身
）
名
義
に
て
１０
月
２２

日
午
後
３
時
よ
り
学
生
集
会
所
南
室

に
於
い
て
香
川
信
雄

（山
形
高
出
身
、

法
学
部
学
生
昭
和
５
年
共
産
党
事
件

関
係
者
１０
月
９
日
死
去
）
追
悼
会
を

山
形
高
出
身
者
有
志
主
催
と
な
り
開

催
す
る
旨
掲
示
の
認
可
を
受
け
た
り
。

働
て
右
会
合
に
対
し
充
分
注
意
を
な

す
様
手
配
せ
る
が
当
日
に
至
り
法
、

経
教
室
に
ビ
ラ
撤
き
あ
り
。
ビ
ラ
に

は
革
命
的
犠
牲
者
香
川
信
雄
は
骨
に

な
っ
て
帰
っ
た
ぞ
、
本
日
午
後
三
時

学
生
集
会
所
南
室
で
開
か
れ
る
追
悼

会
に
押
し
か
け
ろ
と
冒
頭
し
日
本
赤

色
救
援
会
京
都
地
方
委
員
会
と
署
名

し
あ
り
た
り
ぃ
会
合
に
は
４５
・
６
名

集
会
し
静
論
に
経
過
し
外
部
に
於
て

示
威
運
動
を
行
ふ
如
き
こ
と
な
く
午

後
６
時
頃
閉
会
せ
り
。
会
合
者
氏
名

の
判
明
せ
る
も
の
左
の
如
し
。
平
井

羊
三
・
岡
部
利
良

・
脇
英
夫

・
藤
田

幸

一
。
色
川
善
助

・
田
中
文
蔵

・
金

麟
伊
。
大
須
賀
礼
夫
。
飯
淵
俊
太
郎
・

武
田
昌
夫

（以
上
学
生
）
武
田
昌
夫

姉
ス
エ
等
は
出
席
し
居
り
。

席
上
大
須
賀
は
遺
書
様
な
も
の
を

朗
読
し
色
川
は
救
援
会
代
表
と
し
て

飯
淵
は
講
演
部
代
表
と
し
て
弔
辞
を

朗
読
し
尚
赤
旗
の
等
マ
マ
歌
を
唄
ヘ

リ
。
追
悼
会
の
届
け
出
に
対
し
て
、

「充
分
な
注
意
を
な
す
様
手
配
せ
る
」

と
は
、
学
校
主
事
に
よ
る
参
加
者
の

チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
。
参
加
者
の
筆
頭

は
、
前
年
山
宣
労
農
葬
で
京
大
社
研

を
代
表
し
て
弔
辞
を
読
ん
だ
平
井
羊

三
だ
っ
た
。
ま
た
こ
の
時
点
で

「左

翼
が
指
導
権
を
握
っ
て
い
る
団
体
は
、

講
演
部
の
み
」
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、

岡
部

・
金

・
武
田
昌
夫
な
ど
で
あ
り
、

「
二
月
事
件
」
の
検
挙
者
た
ち
だ
っ

た
ｃ
そ
の
中
で
、
香
川
信
雄

（
２４
才
）

は
元
反
帝
同
盟
京
大
責
任
者
で
だ
っ

た
。

「京
都
学
生
共
産
党
事
件
」
の

報
通
の
記
事
が
解
禁
さ
れ
た
の
は
、

翌
１
９
３
１
年
５
月
２ｏ
日
だ
っ
た
の

で
、
追
悼
会
の
時
点
で
は
大
衆
的
に

は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

②
ｌ
９
３
０

（昭
）
■
月
１５
日
か
ら

２１
日
に
か
け
て
ド
イ
ツ
革
命
で
虐
殺

さ
れ
た
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
と
ロ
ー
ザ

と
レ
ー
ニ
ン
死
去
を
記
念
す
る
闘
争

週
間
と
し
て
共
産
主
義
宣
伝
の
ア
ジ

ビ
ラ
を
撒
い
た
。
こ
の
１
９
３
０
年

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
の

「２
月

事
件

一
は
３６
府
県
に
ま
た
が
り
検
挙

者
数
１
５
０
０
人
以
上
、
起
訴
者
４

９
０
人
に
も
な
っ
た
。
京
都
で
は
検

挙
者
１
５
４
人
、
起
訴
者
８
人
、
起

訴
猶
予
９６
人
、
釈
放
４９
人
で
あ
っ
た
。

京
都
の
検
挙
者
の
内
１
１
４
人
が
学

生
で
あ
り
、
起
訴
さ
れ
た
８
人
も
全

員
学
生
で
あ
る
た
め
、

「京
都
学
生

共
産
党
事
件
」
と
当
局
は
名
付
け
た
。

１
９
３
０
年
５
月
に
次
の
と
お
り
起

訴
さ
れ
た
。

▽
長
谷
川
茂

（
２２
・
京
大
経
２
）
学

生
グ
ル
ー
プ

ｏ
共
産
党
財
政
支
持
▽

寺
尾

一
幹

（
郎
・
京
大
無
新
班
）
学

生
グ
ル
ー
プ

・
共
産
党
財
政
支
持
▼

船
橋
正
直

（
２７
・
経
２
）
▽
香
川
信

雄

（
２４
ｏ
法
３
）
元
反
帝
同
盟
京
大

責
任
者
▽
榊
原
豊

（
２３
・
文
３
）
学

生
グ
ル
ー
プ

・
”
∽聯
盟
責
任
者
▽
山

田
新
三
郎

（
２５
。
経
３
）
モ
ッ
プ
ル

京
都
支
部
責
任
者
▽
山
下
良
治

（
２２
・

経
２
）
無
新
京
都
支
局
責
任
者
▽
草

野
悟

一
（
２２
ｏ
元
三
高
理
科
生
）
無

新
京
都
支
局
者
な
ど
だ
っ
た
。

（続
）
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京
丹
後
支
部
の

活
動
報
告

支
部
長
　
松
村
満
行

今
年
の
第
１４
回
支
部
総
会
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
同
様

「書
面
議

決
」
の
総
会
で
、
６
月
２０
日
を
提
出

期
限
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

「書
面
議
決
書
」
は
９４
・
２
％
の
同

盟
員
が
提
出
、
提
案
し
た
議
案

（活

動
報
告
と
運
動
方
針
、
決
算
と
予
算
、

新
役
員
）
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
確
定

し
ま
し
た
。

７
月
２６
日
に
第
１
回
支
部
委
員
会

を
開
催
し
、

「書
面
議
決
」
の
結
果

を
確
認
し
、
今
年
度
の
活
動
の
重
点

課
題
な
ど
の
確
認
と
８
月
か
ら
の
実

践
を
意
思
統

一
し
ま
し
た
。

重
点
課
題
は
次
の
４
項
目
で
す
。

ｏ
質
的
強
化
で
は
、
国
賠
同
盟
の
存

在
と
請
願
署
名
の
意
義
の
学
習
強
化
。

「治
安
維
持
法
と
現
代
」
誌
の
活
用

（固
定
読
者
２２
人
）
と
普
及
。

ｏ
犠
牲
者
顕
彰
で
は
、
倉
岡
愛
穂
墓

前
祭
継
続
に
加
え
、
横
浜
事
件
の

「和
国
喜
太
郎
さ
ん
語
る
会
」
の
２

回
目
開
催
、

「安
達
征

一
さ
ん
を
語

る
会
」
開
催
め
ざ
し
久
美
浜
の
支
部

役
員
と
懇
談
会
を
計
画
。

③
請
願
署
名
は
こ
れ
ま
で
３
０
０
０

筆
め
ざ
し
２
５
０
０
筆
ま
で
の
実
績

を
つ
く

っ
て
き
た
が
近
年
は
１
５
０

０
筆
に
届
か
な
い
状
況
と
な
り
、
今

年
度
は
１
人
平
均
２ｏ
筆
を
基
礎
に
、

全
同
盟
員
の
力
の
発
揮
を
重
視
し
、

２
０
０
０
筆

（人
口
比
３
、
９
％
）

を
目
標
と
し
必
ず
達
成
を
め
ざ
す
。

④
組
織
対
策
で
は
、
６
つ
の
町
に
分

会
確
立
を
急
ぎ
、
１
５
０
人
の
同
盟

を
め
ざ
し
早
期
に
１
３
０
人
の
支
部

実
現
に
努
力
。

今
年
度
は
、
結
成
以
来
支
部
長
と

し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

活
躍
さ
れ
た
芝
井
清
生
さ
ん
が
体
調

問
題
も
あ
り
引
退
さ
れ
、
松
村
満
行

副
部
長
が
支
部
長
に
、
森
勝
監
査
委

員
が
副
支
部
長
に
就
任
、
支
部
委
員

で
も
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
２
人
が
引

退
、
２
人
の
新
人
が
就
任
さ
れ
、
新

し
い
体
制
で
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

８
月
は
平
和
の
月
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
が
、
京
丹
後
で
は
、
国

民
平
和
大
行
進
参
加
を
は
じ
め
、
原

爆
被
爆

．
戦
後
５ｏ
年
の
節
日
の
年
か

ら
始
ま

っ
た

「平
和
の
鐘
行
動
」
の

取
組
み
が
今
年
２７
年
目
を
迎
え
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
丹
後
原
水
協

が
中
心
と
な

っ
て
旧
町
単
位

・
寺
院

単
位
の
世
話
人
の
明
確
化
な
ど
に
取

組
み
、
特
に
年
金
者
組
合
員
や
国
賠

同
盟
員
の
方
な
ど
が
中
心
に
積
極
的

に
組
織
活
動
を
展
開
し
、
昨
年
に
比

べ
て
６
寺
院
増
の
３１
寺
院
で
行
わ
れ
、

参
加
者
も
延
べ
３７
人
増
の
２
６
９
人

に
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
山
京

丹
後
市
長
は
国
犀
笠
和

ん住
進
へ
の
メ
ソ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
同
時
に

「国
に
対

し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求

め
る
署
名
」
に
賛
同
し
て
署
名
を
届

け
て
頂
き
ま
し
た
．

請
願
署
名
の
取
組
み
は
、
８
月
か

ら
団
体
代
表
者
署
名
の
要
請

・
申
入

れ
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
対
象
は
３６

の
労
組

・
民
主
団
体
と
し
、
要
請
文

書
を
添
え
約
Ю
団
体
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

１２
団
体
か
ら
即
刻
署
名
を
提

出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
９
月
中
の

提
出
と
個
人
署
名
の
協
力
を
と
申
入

れ
て
い
ま
す
の
で
、
集
中
し
た
取
組

み
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

個
人
署
名
は
、
６
月
の

「書
面
決

議
」
案
内
状
に
５
名
連
記
の
署
名
用

紙
を
同
封
し
、
自
分
や
家
族
な
ど
初

動
の
取
組
み
を
訴
え
て
き
た
結
果
、

現
在
ま
で
に
２
０
４
筆
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
格
的
な
取
り
組
み

は
今
後
の
課
題
で
す
。

同
盟
員
拡
大
は
、
ま
っ
た
く
進
行

し
て
い
ま
せ
ん
が
当
面
１
３
０
人
を

め
ざ
し
て
、

３ｏ
数
人
の
対
象
者
を
上

げ
、
内
２３
人
を
増
や
そ
う
と
意
思
統

一
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
で
い
ろ
い
ろ
制
約
も
あ
り
ま
す

が
、
か
か
いげ
た
課
題
の
目
標
に
向
か
っ

て
奮
闘
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


